2012年２月６日

各県本部委員長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労福岡県本部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　小　原　　和　敏

アミカス不当労働行為事件に関する報告とお礼について
　時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　また、働く者の雇用と権利、生活を守るために、連日ご奮闘されている貴単組・団体及び皆様に心から敬意を表します。
　さて、2011年３月９日にアミカス嘱託職員ユニオン（以下、「アミカスユニオン」）が福岡県労働委員会（以下、県労委）に申立てた福岡市当局の不当労働行為に関する救済命令請求に対して、県労委は、2011年12月28日付けで申立てを全面的に棄却する命令を出しました。
この県労委の命令は、①被申立人の主張と証拠を重視した不当なものであること、②とりわけ、申立人の主張する「組合に対する嫌悪感」「団交前の公募の強行」「2010年12月25日団体交渉及びそれ以降の2011年１月19日、１月26日団体交渉は不誠実団交に当たる」に対して、「組合と組合員に対する不利益取扱」（労組法７条１号）に該当しない、また不誠実団交（労組法７条２号）にも該当しないという、一方的に申立人の主張と証拠を斥けた極めて不当なものであり、是認できるものではありません。そのため申立人であるアミカスユニオンは、2012年１月18日付けで中央労働委員会（以下、中労委）へ再審査申立書を提出しました。

自治労福岡県本部は、このアミカスユニオンの県労委命令に関する評価と判断及び中労委再審査申立てに関して、これを支持し、中労委再審査申立ての取り組みを引き続き支援していくこととしました。
このアミカス不当労働行為事件は、福岡市当局の不当労働行為の有無を問いただしたものですが、問題の発端は、非常勤嘱託職員の更新回数制限（雇用年限）にあります。このことは、臨時・非常勤等職員の雇用の継続・安定と臨時・非常勤等職員の組織拡大の障壁となっており、福岡県本部としては、法改正に向けた様々な活動を取り組んでいくことが必要と考えています。

最後に、これまでアミカスユニオンの雇用更新回数制限撤廃－雇用継続の闘いと県労委への不当労働行為申立ての闘いを、様々な形でご支援・ご協力を頂いた全国の自治労の仲間に対して、改めてお礼を申し上げるとともに引き続くご支援・ご協力をお願い致します。
